
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Topics 

 

「太陽と森と湖のまち」の町立高校 

北海道南富良野高等学校 

【2022 年度 第３号】（６月２７日発行） 

 

南富良野高校通信 

 応援ありがとうございます 

 

 ５月下旬に高体連旭川支部大会が実施され、バド

ミントン部と卓球部も大会に臨みました。３年生のみ

での参加となったバドミントン部はこれまでの練習の

成果を遺憾なく発揮し、大泉君が見事初戦突破。久

しぶりの団体戦出場となった卓球部は勝利とはなら

なかったものの、第１シード校と接戦を演じるなど、大

健闘でした。 

 ５月２７日 (金 )に本町

出身の料理研究家、星

澤幸子先生による特別

授業を実施しました。 

健康に生きるために

はいかに食事が大切か

をユーモアを交 えなが

ら、パワフルにお話しい

ただきました。 

星澤先生は、新しい

道の駅に「ほしざわや

故郷店 」を出店されて

います。 

 

本校では、土曜日を活用して特色あ

る学習を行う取組を年２回実施してい

ます。６月 11 日に１回目を実施し、主 

権者教育をテーマとして、主権者意識を持つこと

の重要性や選挙時の注意事項を学びました。 

 北海道高校カヌー選手権大会兼高体連北海

道予選会が６月３日(金)かなやま湖で行わ

れ、200ｍ・500ｍとも男子は１人乗り

(200m 山西･500m 秋田)、２人乗り(阿部･

藤原)、４人乗り(秋田･山西･立花･益田)の全

種目、女子は２人乗り(山谷き･山谷と)、四

人乗り(中嶋･藤木･吉田･山谷き)のそれぞれ

で見事優勝しました。今回は二年振りの有観

客開催となり、選手以外の生徒や保護者の

方々にも声援を送っていただきました。

500m 競技の優勝者計 11 名が、８月上旬に

香川県坂出市で行われるインタ 

ーハイに出場します。引き続き 

応援よろしくお願いします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Information 

  

今年の学校祭は７月８日（金）９日（土）

の二日間で実施します。感染症防止のた

め、今年も施設訪問による発表は行いませ

んが、校内で実施するプログラムの一部を公

開対象とします。また、毎年恒 

例の花火打上げは、８日（金） 

19:45 開始を予定しています。 

 

本校では、「いじめはいつでも誰にでも起

こりうる」こととして捉え、その防止と発生時

に機動的・組織的対応ができるよう、基本方

針を定めています。詳細は学校ホームページ

に掲載していますのでご覧ください。 

 尚、生徒を対象とした６月のアン 

ケート結果では、学校内のいじめ 

はないことを報告いたします。 

  

国や道教委の方針に基づき、熱中症防

止の観点から、体育授業時や通学時を含 

む屋外での活動時はマスクをはずすことを

推奨しています。（ただし、至近距離での会

話がない場合） 

尚、公共交通機関内や校舎 

内では、原則としてマスク着用 

と指導していますので、ご理解 

ご協力をお願いします。 

－予告－ 

８月 25 日（木）10 時半より、「日本百名山ひ

と筆書き」で著名な富良野出身のアドベンチャー

レーサー、田中陽希さんによる「アウトドア講演会」

を予定しています。詳細は後日ご案内しますので、

是非ご来校ください。 
ホームページや Facebook でも随時学校の 

情報を発信しています。是非ご覧ください。 

 南富良野高校 

 ２日（土）・３日（日） ベネッセ総合学力テスト 

３日（日） 英検２次 

  ４日（月） 授業評価アンケート（～１５日） 

  ８日（金）・９日（土）学校祭  

 １１日（月） 振替休日 

 １４日（木）・１５日（金）野外宿泊研修（１年）  

 １９日（火） 環境学習 

 ２２日（金） 終業式 

 ２５日（月） 夏季休業（～8/17） 

夏期講習（～7/29） 

情報モラル教室（5/30 実施）を終えて 
 

「『そんなつもりじゃなかったのに』と思い

返しながら、自分の行動や言動を後悔したこ

とがある」という経験は多くのひとが持って

いると思います。 

近年、高校生が抱えるトラブル（生徒指導

やいじめなどの問題も含む）の背景のほとん

どに SNS が関連し、そのスタートをたどる

と、多くは「そんなつもりで書き込んだんじ

ゃなかったのに」にたどり着きます。 

携帯電話やスマートフォンの普及により、

それが巻き起こすトラブルが起こりはじめ、

日常のコミュニケーションに SNS が用いられ

るようになって加速度的に増加しています。   

例えば、「いいわ」の一言も文脈だけではな

く、読み手の受け取り方や先入観で大きく変

わるものです。 

いつ、誰が、＜責める側＞になっても＜責

められる側＞になってもおかしくないリスク

が常にあります。 

スマートフォンも SNS も便利なツールであ

ることは間違いありません。でも、知らず知

らずのうちに凶器にも 

なり得ることを大人であ 

る私たちも肝に銘じてお 

かなければと思っていま 

す。（校長 能登啓児） 


